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●この製品は「産業用」です。取り扱いには十

分注意してください。 

●この取扱説明書をよく読んで正しくお使い

ください。 

   注意 
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使用上の注意 

●本ソフトウェアは法律により保護されています。本ソフトウェアおよび取扱説明書の全部または一部を無

断で複写・転載する行為を固く禁じます。また、本ソフトウェアを商用利用・リバースエンジニアリング・

逆コンパイルする行為も固く禁じます。 

●ソフトウェアの異常を感じた場合は購入先までお問い合わせください。 

●本ソフトウェアは対応する製品と併用することを目的としており、許可された用途以外での使用は動作を

保証しません。 

●本ソフトウェアの内容および仕様等は予告なく変更することがあります。あらかじめご了承ください。 

●セキュリティ確保の為、定期的に本ソフトウェアを最新版に更新してください。更新時期は事前に画面上へ

お知らせします。(約 3年毎) 

 
 
 
 
規約 

●本ソフトウェアに関してお客様に対して保証する責任は、法令により許容されない場合を除き、本規定に定

める内容をもって全てとします。 

●ユーザーの誤操作・非対応環境での使用・不適切な設定および情報改竄・本ソフトウェアの改変・本ソフト

ウェアのコンピュータウィルス感染を要因とする障害および発生した損害については、法律により許容され

ない場合を除き、責任を負いかねます。 

●重要事項を満たさなかったことによる損害については、法律により許容されない場合を除き、責任を負いか

ねます。 

●本ソフトウェアを使用することで、使用上の注意および規約に同意したものとみなします。 
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ソフトウェアの概要 

本ソフトウェアは、業務用冷凍空調機器の常時監視によるフロン類の漏えい検知システムガイドライン（JRA 

GL-17:2021、以下 GL-17 と表記）に適合したソフトウェアです。お客様のパソコンにソフトウェアをインス

トールして使用してください。常時監視システムで冷媒漏えいまたは製品故障を早期に発見するための必要

な措置を講じられているとき、簡易点検に代えることができます。弊社チラーに対し、イーサネット LAN 経由

で測定液温などの各種運転データを取得し、製品の冷媒漏えい診断および漏えい通知を行うことができます。

また、稼働データ確認・保全周期のメール通知・警報発生時のメール通知を行うことができます。 

●対応機種               ●機能一覧 

シリーズ 機  種  GL-17 機能 冷媒漏えい診断 冷媒漏えい時メール通知・画面表示 

RKE-C/C-VW RKE3750C-V/RKE3750C-VW    診断結果・通知履歴の記録 

RKE4500C-V  保全周期到達通知 保全周期 保全周期一覧表示・画面表示 

RKE5500C-V/RKE5500C-VW    保全周期が近づいたときメール通知 

RKE7500C-V/RKE7500C-VW  製品状態表示 稼働データ 各装置グラフ画面表示・CSV 保存 

RKE9000C-V   消費電力 各装置消費電力グラフ画面表示 

RKE11000C-V/RKE11000C-VW   警報発生 警報(E***)・注意(C***) 

RKE15000C-V/RKE15000C-VW    発生メール通知・画面表示 

RKE18000C-V/RKE18000C-VW     

 

 

 

重要事項 

本ソフトウェアでは、簡易点検に代える常時監視システムとして GL-17 の要件を満たす必要があります。本ソ

フトウェアでは下記のことを実施してください。要件の詳細については業務用冷凍空調機器の常時監視によ

るフロン類の漏えい検知システムガイドライン（JRA GL-17）を参照してください。 

1.冷媒漏えい診断結果および冷媒漏えい通知履歴を保存するフォルダの指定を行ってください。（[7-1.冷媒漏

えい診断設定画面] P.8 参照） 

2.冷媒漏えい通知を確実に受け取ることができるようメール受信設定を行ってください。（[7-3.メール通知設

定画面] P.10 参照） 

3.冷媒漏えい診断結果および冷媒漏えい通知履歴は 1 年以上保存してください。また、製品を廃棄する際は診

断結果と通知履歴を 3年以上保存してください。但し、本ソフトウェアでは機器の点検、修理、冷媒の充填、

回収などの履歴を記録した点検記録簿を作成する機能が無い為、本ソフトウェアが作成する診断結果や通知

記録とは別に管理者で記録及び保存をお願いします。 

4．ソフトウェアが起動していないときは判定できません。常時ソフトウェアを動作するようにしてください。

（[ソフトウェアを起動する] P.14 参照） 

5.機器の稼働状況（機器停止や低負荷運転など）によっては冷媒漏えい判定ができない場合があります。 

6.3ヶ月間、冷媒漏えい判定できない稼働状況が続いた機器は簡易点検が必要になります。 
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画面一覧 

1.状態一覧画面 

冷媒漏えい検知や保全周期、運転状態、警報の状況を一覧で確認できます。 

※下記の内容をアイコンで表示します。 
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製品登録は[ ]ボタンを押すと表示される[製品設定画面]で行います。 

[ ]アイコンをクリックすると設定方法を表示します。 
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2.冷媒漏えい診断画面 

冷媒漏えい診断の結果を一覧で表示します。 

 

 

3.警報履歴画面 

製品の警報履歴と現在発生中の警報を表示します。 
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4.機器保全画面 

保全項目ごとの使用時間・保全周期・次回メンテナンス予測時期を表示します。次回メンテナンス予測時期

が近づくとメール通知を行います。メール通知の設定は[7-3.メール通知設定画面]で行います。（P.10 参照）

事前に通知する日数は[7-2.機器保全通知設定画面]で行います。（P.9 参照） 

 

※使用時間 （図中①） ：実際の稼動時間、保全周期 （図中②） ：交換を推奨する時間、次回メンテナンス予測時期 （図中③） ：

保全周期から自動算出した交換を推奨する時期（年/月/日）を示しています。 

 
 
5.消費電力量画面 

月単位または年単位で消費電力量を表示します。また、同一の製品で異なる期間のデータと比較することも

できます。 

 

 

① ② ③ 
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6.稼働データ画面 

登録している製品全ての現在の稼働状況を一覧で確認することができます。[  ]アイコンで[グラフ画面]

を表示することもできます。 

 

 

過去 120 日前のデータまで遡って表示できます。 

[ ]アイコンをクリックすると、グラフで表示している範囲のデータが CSV 形式で保存できます。 
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7.設定画面 

[ ]アイコンを押すと各種設定画面を表示します。 

 

7-1.冷媒漏えい診断設定画面 

冷媒漏えい診断の診断結果・診断結果の通知履歴を保存するフォルダを指定します。 

[ ]アイコンをクリックすると設定方法を表示します。 
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7-2.機器保全通知設定画面 

次回メンテナンス予測時期で事前に通知する日数を設定します。 

[ ]アイコンをクリックすると設定方法を表示します。 

 

 



概要 

10 

7-3.メール通知設定画面 

冷媒漏えい検知時・警報発生（E***）・注意発生（C***）・次回メンテナンス予測時期が近づいたときに

メール通知を行うための設定を行います。受信者設定のメールアドレスは 10 件まで設定できます。 

[ ]アイコンをクリックすると設定方法を表示します。 

 

※送信者設定はネットワーク管理者に確認をお願いします。 

※送信者設定が適切にも関わらずメールを受信できない場合は受信者側の設定

として迷惑メール設定や受信拒否設定を確認してください。 

 
例）冷媒漏えい検知メール通知を受信したときの一例 
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製品とパソコンを LAN ケーブルで接続する 

LAN 基板（弊社アクセサリー（別売品）お客様手配）を通信ケーブルで接続します。 

LAN 基板とパソコンを、スイッチングハブを介して接続する場合、LAN ケーブル（ストレート）で接続してく

ださい。 

 

製品接続台数：最大 32 台 
※製品の通信コネクタの場所やピン配置については、製品の取扱説明書を参照ください。 

※型式および、接続方法や仕様等については製品の取扱説明書を参照ください。 
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ソフトウェアをインストールする 

1.インストールファイルのダウンロード 

弊社ホームページから「簡易点検支援ソフト」をダウ

ンロードします。 

 

2.インストールの開始 

ダウンロードした zip ファイルを右クリックし、「す

べて展開」(解凍)を実行してください。 

 

 

 

 

3.展開後 

「簡易点検支援ソフトインストーラ」をダブルクリッ

クするとインストールが開始されます。 

 

 

 

 

 

4.簡易点検支援ソフトウィザード 

「簡易点検支援ソフト」ウィザードダイアログが表示

されますので「次へ」を押してインストールを進めて

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.表示内容を確認して「はい」をクリックします。 

ユーザーアカウント制御に関する警告が出た場合に

は、「はい」をクリックしてインストールを継続して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通信前の準備 

13 

6.インストールの完了 

「簡易点検支援ソフト」ウィザード完了のダイアログ

が表示されます。 

→「インストールが完了しました。」の表示内容を確

認して、｢閉じる｣をクリックします。 

 

インストール後の保存先は C:\ORION\簡易点検支援

ソフトとなります。 
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ソフトウェアを起動する 

インストール後ソフトウェアを起動するときはデスクトップの「簡易点検支援

ソフト.exe」アイコンをダブルクリックしてください。パソコン起動時にアプ

リケーションが自動起動します。パソコンの自動起動設定を解除しないよう注

意してください。パソコンの自動起動設定を解除すると、パソコン再起動時に

アプリケーションが自動起動せず、冷媒漏れ診断を行うことができません。 

 

 

 

アプリケーション起動中はタスクトレイにアイコンが表示され

ます。アプリケーションを最小化した後、再表示する時はタス

クトレイ上のアイコンをクリックしてください。 

 

 

 

ヘルプ画面 

起動後、製品の情報をソフトウェアに登録して使う必要があり

ます。画面右上のヘルプマーク（赤丸部分）を押すとヘルプ画

面に移行します。ヘルプ画面で製品登録について解説してあり

ますので参照してください。 

 

 

 

 

 

ソフトウェアをアンインストールする 

アンインストールを行う場合、コントロールパネルの「プログラムと機能」からプログラムのアンインストー

ルを実行してください。冷媒漏えい通知の履歴と冷媒漏えい診断結果は削除されません。アンインストールで

は下記のファイルが削除されます。また、再インストールを行っても下記のファイルを復元し再表示すること

はできません。 

・製品の稼働データ 

・製品の警報履歴データ 

・製品の機器保全周期データ 

・製品の消費電力量データ 
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対応パソコン 

対応パソコン（OS） Windows11（64bit）※定期的に Windows Update を実施してください 

ハードウェア要件 

・CPU:一般的なオフィス用途向けプロセッサ (推奨 Intel Core i5-10500 3.10GHz 以上) 

・メモリ (RAM): 推奨 8GB 以上 

・ストレージ空き容量: 約 1GB/台・年以上 

・ディスプレイ解像度: 1280×720 ピクセル以上 

ネットワーク要件 メールを利用可能な事 (冷媒漏えい時のメール通知機能として必要) 

製品の最大接続台数 32 台（最大 32 台の製品をパソコン 1台で管理可能） 

データ保存機能 

設定温度、測定温度、運転状態 等 

CSV 形式（カンマ区切りテキスト形式ファイル） 

※保存データの詳細については「CSV データ一覧表」を参照（P.10）ください。 

データサンプリング周期 10 秒 

注意事項 

本ソフトウェアの動作中に、他のアプリケーションを同時に利用すると、予期せぬ動作 

遅延や異常停止が発生する可能性があります。安定した動作を確保するため、可能な限り 

他のアプリケーションを終了してご利用ください。 
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CSV データ一覧表 

RKE-C-V/C-VW 

項 目 名 単 位 サンプリング周期 備 考 

設定液温 ℃ 10 秒毎  

冷水出口温度 ℃ 10 秒毎  

冷水入口温度 ℃ 10 秒毎  

装置状態 なし 10 秒毎 
0：停止中 1：運転中 

2：圧送ポンプ単独運転中 

発生中の警報 なし 10 秒毎  

発生中の INV 警報コード なし 10 秒毎  

配電盤内温度 ℃ 10 秒毎  

周囲温度 ℃ 10 秒毎  

測定圧力 MPa 10 秒毎  

流量 L/min 10 秒毎  

冷却水入口温度 ℃ 10 秒毎  

冷却水出口温度 ℃ 10 秒毎  

吐出冷媒温度 ℃ 10 秒毎  

吸入冷媒温度 ℃ 10 秒毎  

吐出冷媒圧力 MPa 10 秒毎  

吸入冷媒圧力 MPa 10 秒毎  

圧送ポンプ消費電力 W 10 秒毎  

圧送ポンプ設定流量 L/min 10 秒毎  

圧送ポンプ設定周波数 Hz 10 秒毎  

圧送ポンプ設定圧力 MPa 10 秒毎  

使用冷水選択 なし 10 秒毎 0：清水 1：不凍液 

圧送ポンプ制御 なし 10 秒毎 

0：周波数一定制御 

1：流量一定制御 

2：圧力一定制御 

運転割合 ％ 10 秒毎  

消費電力 kW 10 秒毎  

熱量 kW 10 秒毎  

COP なし 10 秒毎  

1 回前～20 回前の警報履歴の警報番号 なし 1 分毎  

1 回前～20 回前の警報履歴の発生年月 YYYY/MM/DD hh:mm:ss 1 分毎  

1 回前～20 回前の INV 警報コード なし 1 分毎  

製品 時間 1 分毎  

C016 時間 1 分毎 時間経過 

圧縮機 時間 1 分毎  

圧縮機 INV 時間 1 分毎  

圧送ポンプ 時間 1 分毎  

圧送ポンプ INV 時間 1 分毎  

圧送ポンプメカニカルシール(C096) 時間 1 分毎  

凝縮ファン 時間 1 分毎  

凝縮ファン INV 時間 1 分毎  

20,000 時間定期点検(C097) 時間 1 分毎  

25,000 時間インバータ点検(C098) 時間 1 分毎  

冷媒漏えいセンサ積算時間 時間 1 分毎 RKE18000C-V、RKE18000C-VW のみ 
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